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２－３ 公共交通現況整理 

（１）公共交通の利用割合 

中京都市圏での自動車分担率は年々高くなる傾向にある。また、中京都市圏に比べると桑

名・員弁地区、四日市地区は自動車分担率が高く、鉄道やバスの分担率が低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

図 代表交通手段別構成比の推移（中京都市圏：第１回圏域集計） 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 

自動車利用は増加している。 

図 居住地域別代表交通手段構成比 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 
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特に自動車利用の割合は過去１０年間で見ても高い伸びを示しており、鉄道利用者離れは都

市圏の中でも高いほうである。 

これらの公共交通の衰退を防ぐことが重要である。 

 

 

 

  

 

図 地域別発生集中トリップ数の自動車利用割合の推移（第１回圏域集計） 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 

四日市地域 

東員・員弁地域 

四日市地域 

東員・員弁地域 

図 地域別発生集中トリップ数の鉄道利用割合の増減（第３回圏域集計） 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 

四日市地域 

東員・員弁地域 
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また、下図に示すとおり、三重県北勢エリアは名古屋市等と比べると公共交通利用の割合が

低いこともわかる。 

今後は増加傾向にある自動車分担率の適正化を図り、公共交通へ転換することを目指すべき

である。 

 

 

 

 

 

 

図 地域別発生集中トリップ数の代表交通手段別利用割合 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 
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（２）主要駅の利用者推移 

乗降客数、乗換客数の推移を見ると、桑名駅、近鉄四日市駅ともに、近鉄名古屋線の乗降客

が最も多く、ついで、近鉄名古屋線への乗換客数が多い傾向にある。 

また、全体的に利用者は減少傾向にある。 
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（３）端末交通手段の特性 

鉄道駅端末のアクセス・イグレス＊特性をみた場合、近鉄四日市、近鉄富田、近鉄桑名駅で

は徒歩、二輪車の利用が多い。またＪＲ桑名駅では自動車の利用が多いことがわかる。一方で、

バス利用割合は岐阜や高蔵寺、東岡崎等の駅と比較して大きくないことがわかる。 

これより、当地域における駅勢圏の拡大が課題であることがわかる。 

＊１：アクセスとは「出発地⇒乗車駅」イグレスとは「降車駅⇒目的地」のことを言う。 

 

 

 

 

図 主要鉄道駅における鉄道端末交通手段構成比の現況 アクセス 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 
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 図 主要鉄道駅における鉄道端末交通手段構成比の現況 イグレス 
出典：第４回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 
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（４）三岐鉄道北勢線の利用実態等 

①北勢線の利用目的 

北勢線は通勤・通学目的での利用や、日常的でない買い物（四日市市や名古屋方面への

買い物）での利用が比較的多く、北勢線の利用割合は約 14％となっている。また、日常

的買い物や通院での北勢線の利用割合は2～4％程度である。 
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図 日常行動における北勢線の利用割合（住民アンケート調査） 
出典：三岐鉄道北勢線の利用促進と地域振興プログラム策定に関する調査報告書（Ｈ１６．９） 
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②日常生活における北勢線の利用頻度 

通勤・通学目的での利用は週５日以上が約８割を占め最も多い。買い物で北勢線を利用

する人の頻度は、日常的買い物では週１～４日が約６割を占め最も多い。一方、日常的で

ない買い物では月１～３回が約５割を占め最も多くなっている。また、月１回以下の利用

も約４割を占め、普段は使わないが名古屋方面等へ遠出する際に利用されている。通院で

の利用頻度は、比較的ばらついており、週１～４日、月１～３日、それ以下がそれぞれ３

～４割の構成となっている。 
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図 日常行動における北勢線の利用頻度（住民アンケート調査） 
出典：三岐鉄道北勢線の利用促進と地域振興プログラム策定に関する調査報告書（Ｈ１６．９） 
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③北勢線のサービス水準に対する満足度 

北勢線のサービス水準に対する満足度をみると、「運行速度」「駅の駐車場台数」「運賃」

や「朝ピーク時・夕刻時の運行本数」等の不満度が比較的大きくなっている。 
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図 北勢線のサービス水準に対する満足度（住民アンケート調査） 

出典：三岐鉄道北勢線の利用促進と地域振興プログラム策定に関する調査報告書（Ｈ１６．９） 

図 北勢線のサービス水準に対する満足度（利用者アンケート調査） 
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④北勢線における交通施策に対する意向 

「①北勢線のサービスを改善する」「③自動車から北勢線に乗り換えできるよう駐車場

を整備する」は３人に１人が「非常にそう思う」と回答しており、北勢線の高速化、増発

やパーク＆ライド駐車場整備に対する期待が大きい。 

その他の施策では「⑥沿線の企業や学校との連携により公共交通の利用促進を図る」「⑤

駅の周辺に商業・文化施設などを誘導し駅の魅力を高める」「②北勢線の駅へのバス路線

を整備する」の施策に対する期待が比較的大きい。 

年齢別では、15～19才の就学者層では北勢線のサービス改善、駅の魅力向上、沿線の

企業・学校との連携、20～49才の就業者層ではパーク＆ライド駐車場整備に対する期待

が比較的大きい。 
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出典：三岐鉄道北勢線の利用促進と地域振興プログラム策定に関する調査報告書（Ｈ１６．９） 

図 交通施策に対する意向 

①北勢線のサービス水準を改善する（高速化、増発等） 
 
②北勢線の駅へのバス路線を整備する 
 
③自動車から北勢線に乗換できるよう駐車場を整備する。 
 
④バスの走行環境を改善する（バスの優先化等） 
 
⑤駅の周辺に商業・文化施設などを誘導し、駅の魅力を高める。 
 
⑥沿線の企業や学校と連携し、公共交通の利用増加を図る。 
 
⑦沿線住民が北勢線をサポートできるような仕組みを考える 
 
⑧自動車の相乗りなどによって自動車交通量を減少させる 
 
⑨自動車交通を規制し、自動車から公共交通への転換を図る。 
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⑤利用者動向 

平成３年度以降鉄道利用者は減少傾向にあったが、平成 16年度から実施したパークア

ンドライド駐車場の整備や官民協働の利用促進ＰＲ等により、平成 17年度は前年度同月

に比べ増加傾向に転じている。 
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図 北勢線の乗車人員総数の推移 
出典：三岐鉄道北勢線の利用促進と地域振興プログラム策定に関する調査報告書（Ｈ１６．９） 

平成１７年度は通学定期が

低調である以外は増加傾向 

図 北勢線の乗車人員数の変化 

出典：三岐鉄道資料 


